
おはようございます。社長の寺本でございます。当社WEBサイトに掲載している説明資
料をご覧いただきながら、お聞きください。
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本日のアジェンダであり、この順番で説明いたします。
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こちらは上期実績のサマリーを示しています。
上期の売上実績は対前年同期比及び上期計画比で減収となりました。

前年同期比ではマニュファクチャリングソリューションセグメント以外のセグメントは減収、
計画比では全セグメントにおいて減収となりました。

減収による減益があるものの、営業利益は対前年同期比で、１Qでの非事業用の不動
産売却や経費抑制及び生産性の向上により、前年並みを確保しております。

対計画比において、減収による減益があるものの、本社費の削減及びアクセシビリティ
セグメントの利益率の向上等の貢献で、コンポーネントソリューションセグメントやトラン
スポートソリューションセグメントの減益をカバーし、ほぼ計画並みとなりました。
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１Q実績公表時点では、新型コロナウイルスによるネガティブ影響の合理的な算定が
困難であり、影響の顕在化は2Q以降と想定し、通期見通しを修正しませんでした。今
回、上期実績公表にあわせて、通期業績見通しを下方修正いたしました。期首計画に
おいて、各セグメントの需要が2019年12月期比で増加すると見込みましたが、達成困
難な状況となり、通期業績予想を下方修正しました。

修正予想の売上は対期首計画比で△260億円の減収になる見通しです。
対前年同期比でみると、修正予想のコンポネントソリューションセグメントの売上はほ
ぼ前年並みですが、トランスポートソリューションセグメントやアクセシビリティソリュー
ションセグメントの売上は大幅に減収しています。期首計画時点で、前期からの需要減
少を見込んでいた自動ドア事業も、新型コロナウイルスの影響により、更に需要減とな
る見通しです。

営業利益は非事業用不動産の売却や前年度に発生した減損の剥落及び経費抑制、
設備投資の見直しによる減価償却負担の軽減により、前年並みを確保しました。

対計画比でみると、期首計画における増収の実現ができない見通しとなり、経費抑制
等の貢献があるものの、大幅の減益の見通しとなりました。
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新型コロナウイルス影響による売上の影響度合いを示しています。
新型コロナウイルスと関係なく、市場需要の変動により、期首計画比で△29億円の減
収の見通しです。主に、油圧機器事業や商用車機器事業の需要回復の遅れや民間向
けの航空機生産停止の長期化によるものです。
新型コロナウイルスの影響による減収は、期首計画比で231億円となる見通しですが、
中国での油圧機器事業は政府によるインフラ投資の増加もあり、建設機械の需要が増
加し、想定よりも増収となる見通しです。
直接に顧客のところに赴いてMROサービスを提供できないこと等により、MRO向けの
売上は想定より、遅れています。
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短中期と中長期において、新型コロナウイルスの影響を示しました。
短中期では、航空機器事業、自動ドア事業、包装機事業及びMRO事業を始め、精密減
速機、商用車用機器、舶用機器とほぼすべての事業において、ネガティブな影響を受
けています。

一方、ポジティブな面は、各国政府の景気刺激策により、特に足元では中国での油圧
機器事業や精密減速機の引き合いが強くなっていることが挙げられます。

中長期においては、精密減速機、航空機器事業、自動ドア事業、包装機事業での需要
増を期待しています。
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上期実績の売上は対前年同期比で58億円の減収であり、対計画比で115億円の減収
となりました。
売上の減少により、売上総利益も対前年同期比で14億円の減益だったものの、販売
費および一般管理費の抑制により15億円の増益要因がありました。
また、非事業用不動産の売却により、営業利益は対前年同期比で16億円の増益とな
りました。
配当につきましては、1株当たり41円の中間配当を取締役会にて決議しております。
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上期売上実績は、MFRを除く３セグメントで対前年同期比減収。詳細は右のコメント通
りです。

上期営業利益の実績は、減収による減益があるものの、前述の通り、経費抑制と非事
業用不動産の売却により増益となりました。
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対前年同期比で、売上の減少による減益があるものの、製造間接費の削減や販管費
及び一般管理費の削減と非事業用不動産の売却益により増益となりました。
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負債の減少は主に、売上債権の減少、資本の増加は利益の増加によるものです。
現預金は月商の2.8ヵ月分を確保しています。
親会社所有者帰属持分比率は55.7％となり、2019/12期末に比べて微増となりました。
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通期業績見通し（修正予想）は対期首計画比で減収減益の見通しです。
当期利益はほぼ昨年並みです。
ROEは減益に伴い、期首計画より下がり、9.1％の見通しです。
通期配当予想は業績見通しの下方修正に伴い、期首計画の82円より、75円へ引き下
げました。
中期経営計画で定めた安定配当の維持及び連結配当性向35%以上という方針に則り、
対前年比では2円の増配を予定しています。
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修正予想の営業利益は経費抑制の貢献があるものの、期首計画比では減収による減
益の見通しですが、前年並みの営業利益額を確保する予定です。
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期首計画比で、各セグメントの売上は減収の見込みです。詳細は右のコメントの通りで
す。

減収による減益はあるものの、経費削減等の貢献により、営業利益は前年並みのレベ
ルを確保する見通しです。
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上期の設備投資実績は対前年同期比で増加しました。これは主に、将来の精密減速
機の成長を見込み、浜松に工場用地を取得したことによるものです。土地取得の費用
を除けば、設備投資は対前年同期比で圧縮傾向となっています。上期の研究開発費
実績は新型コロナウイルスの影響もあり、対前年同期比で減少しています。

通期見通しの設備投資は241億円で、期首計画より48億円減少しています。上述の土
地取得の影響を除くと、前年比でも計画比でも圧縮基調となる見通しです。

一方で、将来成長のための設備投資や研究開発は実行していきます。また、我々の企
業理念であるナブテスコウェイで明言している通り、社会への貢献のための投資（主に
環境関連の設備投資）は継続していく方針です。

加えて、新型コロナウイルス対策に関する投資や経費は抑制することなく、実施してい
きます。
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Appendixに詳細な資料がございます。

説明は以上になります。
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